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しまくとぅば普及関係者各位 

沖縄語教育研究９ 

沖縄語の伝統音の種類－その２、那覇言葉（３枚） 

２０１０年２月１１日 

沖縄語研究家 船津好明 

沖縄語の伝統音について記述した文献はにたくさんあり、内容は様々です。本稿は、沖縄

語は日本語の下位言語ではなく、日本語と関係を持つ独立言語であるという立場から、今後

の沖縄語教育の参考のために、改めて沖縄語の音の種類を研究し、一覧にして示したもので

す。 

研究の素材は「沖縄語辞典」（研究社、内間直仁・野原三義編著、以下「辞典」）の「那覇

方言概説」の中の「１.2 拍と仮名表記」の項と「1.4 拍と語例」の項による伝統音の一覧（以

下「一覧」）です。口語が主体ですが、古典文学の中から文語も引用しています。伝統音には

日本語の音と同じ音も含みます。一覧の音を日本語の５０音表に準じた形式で、平仮名によ

り本稿の２－３頁に表示（以下「本表」）しました。 

一覧の音は整理された典型音であって、実際に使われるときは音に幅が生じます。本表の

様式は便宜「その１、首里言葉」の様式に合わせました。本表の、標音記号と番号のみで仮

名文字がない欄は、一覧に音がないか、他と重複していることを意味します。以下、本表か

ら見出される幾つかの特徴や所見を掲げます。 

 

（１） 母音系の音は、破裂音５、不破裂音５で、計 10 個見られる。 

（２） 現在の日本語の音のうち、いわゆる５０音表の中の清音は、「つ」を除き 47 個ある。

濁音のうち「ザズゼゾ、ダヅデド」はない。拗音は kja（キャ）、kju（キュ）、kje（キ

ェ）、kjo（キョ）の４音はなく、同様に gja（ギャ）行、nja（ニャ）行、mja（ミャ）

行、rja（リャ）行の各４音もない。 

（３） 現在の日本語にない音の主なものは、沖縄文字（拡張仮名）によって一音一字で示

した（本表の網掛けの字）。 

（４） 本表の「38 sju」、「40 sjo」、「120 bjo」は辞典の「1.2 拍と仮名表記」には音

が出ているが、「1.4 拍と語例」には出ていない。「38 sju」と「40 sjo」を語頭にも

つ言葉は辞典にはない。「120 bjo」を語頭にもつ言葉は辞典にある。 

（５） 本表では「67  di」、「69 de」は音がないことになっているが、辞典には見出し語

がある。 

（６） 辞典は那覇（昔の区域）の言葉を集めたものであるが、音韻は地域差や個人差や場

面差によって変化する。那覇以外のしまくとぅばの中にも那覇言葉の音と同じ音が多く

見られる。 

（７） 辞典の上では首里言葉にあって那覇言葉にない音はたくさんある。那覇言葉にあっ

て首里言葉にない音は、ない。 

（次頁は表） 






